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その１１

東東
にに
長長
田田
川川
、、
西西
にに
道道
田田
川川
がが
流流
れれ
るる
福福

お
さ 
だ 

ど
う 
だ

釜釜
町町
蔵蔵
前前
のの
集集
落落
。。
ここ
のの
両両
川川
のの
合合
流流
点点
へへ

向向
かか
っっ
てて
張張
りり
出出
しし
たた
半半
島島
状状
のの
台台
地地
先先
端端

にに
、、
福福
釜釜
城城
がが
ああ
りり
まま
しし
たた
。。

ここ
のの
城城
はは
、、
徳徳
川川
家家
康康
のの
先先
祖祖
でで
ああ
るる
松松

平平
長長
親親（（
松松
平平
氏氏
第第
五五
代代
。。
安安
祥祥
城城
第第
二二
代代

な
が 
ち
か

城城
主主
））がが
安安
祥祥
城城
のの
支支
城城
とと
しし
てて
築築
きき
、、
そそ

のの
次次
男男
親親
盛盛
にに
与与
ええ
まま
しし
たた
。。
永永
正正

年年

ち
か 
も
り

１１２２

（（
１１
５５
１１
５５
年年
））親親
盛盛
がが

歳歳
のの
時時
でで
すす
。。
ここ

１１３３

うう
しし
てて
福福
釜釜
松松
平平
がが
誕誕
生生
しし
まま
しし
たた
。。

親親
盛盛
はは
享享
禄禄
33
年年（（
１１
５５
３３
００
年年
））松松
平平
清清き
よ

康康
にに
従従
っっ
てて
東東
三三
河河
のの
宇宇
利利
城城
をを
攻攻
めめ
まま
しし

や
すたた

がが
討討
ちち
死死
しし
てて
しし
まま
いい
まま
しし
たた
。。

第第
二二
代代
親親
次次
はは
やや
りり
のの
名名
手手
でで
、、

歳歳
かか

ち
か 
つ
ぐ

１１３３

らら
戦戦
にに
参参
加加
。。
岡岡
崎崎
松松
平平
のの
たた
めめ
にに
よよ
くく
戦戦

っっ
たた
とと
いい
うう
ここ
とと
でで
すす
。。
まま
たた
、、
第第
三三
代代
親親ち

か

俊俊
もも
父父
とと
同同
じじ
くく
よよ
くく
戦戦
いい
、、
妻妻
がが
長長
篠篠
城城

と
し主主

・・
奥奥
平平
貞貞
延延
のの
娘娘
でで
ああ
っっ
たた
関関
係係
でで
長長
篠篠

さ
だ 
の
ぶ

にに
ここ
もも
っっ
てて
武武
田田
とと
戦戦
いい
まま
しし
たた
がが
、、
天天
正正

99
年年（（
11
55
88
11
年年
））病病
死死
しし
てて
しし
まま
いい
まま
しし

たた
。。
以以
後後
、、
第第
四四
代代
康康
親親
がが
徳徳
川川
家家
康康
にに
従従

や
す 
ち
か

っっ
てて
各各
地地
をを
転転
戦戦
しし
、、
関関
ヶヶ
原原
のの
戦戦
いい
をを
経経

るる
なな
どど
しし
てて
、、
福福
釜釜
松松
平平
はは
旗旗
本本
とと
しし
てて
江江

戸戸
にに
移移
りり
まま
しし
たた
。。

残残
念念
なな
がが
らら
、、
現現
在在
はは
城城
跡跡
がが
なな
くく
なな
りり
、、

そそ
のの
姿姿
をを
見見
るる
ここ
とと
はは
でで
きき
まま
せせ
んん
がが
、、
城城

にに
ああ
っっ
たた
祠祠
がが
民民
家家
のの
庭庭
にに
残残
ささ
れれ
てて
いい
まま

ほ
こ
ら

すす
。。
まま
たた
、、
福福
釜釜
町町
のの
福福
釜釜
松松
平平
家家
ゆゆ
かか
りり

のの
宝宝
泉泉
院院
にに
はは
三三
代代
のの
肖肖
像像
画画
がが
ああ
りり
、、
同同

寺寺
西西
にに
はは
三三
代代
のの
墓墓
もも
残残
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。

絹本
けん ぽん

著
ちゃく

色福釜松平三代像（左から親次、親俊、親盛）
しょく

福釜町の宝泉院所有。市文化財指定。
歴史博物館で複製を展示しています。


